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　月（如月）「天皇誕生日」

  ２月の和風月名は、如月（きさらぎ）です。由来は諸説あ

るようですが、代表的なものは、「衣更着（きさらぎ）とも言

う。まだ寒さが残っていて、衣を重ね着する（更に着る）月」

（出典：国会図書館HP「日本の暦」）ということらしいです。

まだまだ厚着をして寒さをしのぐ時期ですが、お元気です

か。今月は、23日が天皇誕生日ということで、プリンス、プ

リンセスにまつわるお話を紹介したいと思います。

初めに、『星の王子さま』です。

戦争中の1943年に出版されま

した。著者の献辞によると祖国

フランスで戦時下にあった親友

に宛てた物語で、「おとなは、だ

れでも、はじめは子どもだった。

（しかし、そのことを忘れずにい

るおとなは、いくらもいない。）」

と述べています。純粋無垢な王子さまは、育てていた花と

のいざこざから、星々を旅することになるのですが、いば

った王さま、うぬぼれ男、呑み助、算術に忙しい実業屋な

ど大人たちの行動が理解できず、「ほんとうに大事なもの

は目に見えない」ことに気づきます。ほんとうに大事なも

のとは何かを考えるきっかけにしてみてください。

  『星の王子さま』の原題は、Le Petit Princeで、直訳

すると「小さな王子」ですが、次

は、『A Little Princess』。「小さ

なお姫さま」のお話です。著者は、

英国出身でアメリカの作家バー

ネット。1905年に出版された古

典で、日本では、『小公女』の題

名で親しまれています。ロンド

ンにあるお金持ち向けの女子

寄宿学校の生徒セーラは、小さなお姫さまと呼ばれて

いましたが、突然の父の死により全財産を失い、その学

校の下働きとして長時間こき使われることになります。

しかしその逆境にも勇敢に立ち向かい、やがてマジック

が起きます。今回紹介するのは、英語学習者用の英語版

（英検3級程度）です。よく知ってい

る内容の物語だと読みやすいと思

います。

  『A Little Princess』は、オック

スフォード大学出版局から出てい

ますが、今度は、オックスフォード

大学の大学院で実際に博士号を

取得された日本皇室のプリンセ

ス彬子さまの留学記『赤と青のガウン』です。英国留

学では、厳しい指導教授のもと孤軍奮闘の博士論文

のご執筆やご専門の大英博物館の日本美術コレクシ

ョンでの大発見、展覧会の展示準備を突然任されるな

どのエピソードが満載。各章四字熟語で内容が表現さ

れていて率直で軽妙洒脱な語り口に引き込まれます。

英国のチュートリアルという教授との一対一の毎週の

面談で、議論を深めていく方法も興味深いです。

 最後は、1953年に公開された映画「ローマの休日」の

シナリオです。某国の王女

さまが、欧州親善旅行でロ

ーマを訪問した折に、制約

の多い生活に嫌気がさし、こ

っそり深夜に大使館を抜け

出し、偶然出会った新聞記者

とローマの一日を満喫し恋

に落 ちるが・・・原 題 の

Roman Holidayとは、そもそも古代ローマ人の休日と

いうことで、他人を犠牲にした娯楽という意味だそうで

すが、結末は二人が犠牲を回避した気品のある

作品となっています。
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  前田 由紀
　／渋谷教育学園渋谷中学高等学校司書教諭

した企画展示や特集を柔軟に展開できるのは、この複

合施設ならではの強みだと感じています。

　図書館では、日々利用者の方からさまざまな調べ

ものの相談（レファレンス）を受けています。その記録

はエクセルで管理していたのですが、職員同士で話

題になることが多かったのが、「本のタイトルの覚え

違い」でした。

　例えば、『桐島、部活やめるってよ』を「おい桐島、お

前部活やめるのか」と覚えていたり、『ぐりとぐら』を

「ウサギのできそこないが 2 匹でてくる絵本」と表現

されたり。こうした事例を2007年ぐらいにホーム

ページで紹介したところ、SNSで大きな反響がありま

した。その反応をきっかけに、出版社の方からお声が

けをいただき、2021年10月には書籍化につながり

ました。タイトルは利用者が『100万回生きたねこ』と

いう絵本名を間違えて伝えてきたことに由来しており

ます。図書館の日常業務の中にある出来事が、多くの

方に楽しんでいただけたことは、嬉しい経験でした。

　司書の仕事の中心にあるのは、レファレンスと呼ば

れる本や調べものの相談の対応です。利用者の「これ

を知りたい」「調べたい」という思いに寄り添い、資料を

手がかりに答えへと導いていきます。

　この仕事の魅力は、利用者の知的好奇心に「相乗り」

できる点にあります。一つの相談を通じて、自分自身も

新しい分野や視点に出会い、知識が広がっていく。体

系的に整理された資料を活用しながら、利用者の困り

ごとや疑問を一緒に解きほぐしていく過程は、司書な

らではのやりがいだと感じています。本や調べ物が好

きな人にとって、日々発見のある仕事だと思います。

　AIの普及によって、情報は以前よりも簡単に手に

入るようになりました。それでも図書館には、変わら

ない、重要な役割があると考えています。

　図書館には、体系的に整理された信頼性の高い資

料があります。基本的な資料から専門書まで、一定

のルールに基づいて配架されており、自分で考え、

調べ、答えにたどり着く力を育てる役割が図書館に

はあります。

　また、実用書などを中心に1万点の本を24時間

いつでも閲覧できる電子書籍サービスを導入して

おり、時代に合わせたサービスの拡充も進めていま

す。一方で、人と人が緩やかにつながる「物理的な

場」としての図書館の価値は、これからも変わらな

いと感じています。

　図書館の資料収集には、大きく二つの軸がありま

す。一つは、利用者のニーズに応える需要重視の選

書。もう一つは、その分野にとって重要かどうかを重

視する価値重視の選書です。

私自身も大学で「図書館情報学」を学び、司書資格

を取得しました。現場に立つ中で、目の前の要望に

応えることと、将来にわたって残すべき資料を選び

続けること、その両方が図書館の役割であると実感

しています。

　図書館は、使えば使うほど面白さが分かってくる場

所だと思います。本棚を眺め、手に取って読んでみる

と、同じ分野でもさまざまな視点で書かれた本があ

ると気づきます。図書館で、世界を広い視野で見る体

験をしてみてください。

「不思議だな」「もっと知りたいな」と思ったときには、

ぜひ図書館に来て、調べてみてほしいです。昔の雑誌

や新聞も含め、これだけ多くの資料を無料で利用でき

る場所は、実はとても貴重な存在です。図書館での発

見が、世界を広げるきっかけになれば嬉しいです。
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